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それでは、私の⽅から、花王グループの「2019年度の活動概要と今後の
⽅向性」について述べさせていただきます。
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2019年は、花王グループの中期経営計画「K20」の⽬標達成のための
「勝負の年」と位置付けて、⾮財務、財務の両⾯において積極的に取り組
んでまいりました。
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その結果、⾮財務⾯ではESG経営に⼤きく舵をきるという⽅向性を打ち出
すことができましたし、その際重要となる技術イノベーションの実⽤化も数多
くできました。
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財務⾯では、減収にはなりましたが、10期連続の営業利益増益と7期連
続の営業最⾼益更新を達成できました。これも、株主の皆様のご⽀持、
ご⽀援の賜物であります。この場をお借りいたしまして、厚く御礼申し上げ
ます。
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株主還元といたしましては、期末配当として、予定どおり1株当たり65円と
させていただきたいと考えております。これによりまして、年間配当は1株当
たり130円となります。本⽇の配当に関する議案におきまして、皆様のご承
認をいただければ、30期連続の増配を達成することになります。今後も、
増配を継続できるよう努⼒してまいります。

折⾓の機会ですので、2019年の活動に関しまして、もう少し詳しくお話し
したいと思います。
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まずは、⾮財務⾯での活動に関してです。昨年は、ESG強化に注⼒いた
しました。
4⽉に花王らしいESG戦略「Kirei Lifestyle Plan」を発表し、9⽉には
ESG経営に⼤きく舵を切るという宣⾔を⾏い、実⾏に向けて⼒強く踏み出
すことができました。
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これらの積極的な取り組みにより、ESG関連の表彰も多くいただきました。
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また、バイオIOSやファインファイバー技術、RNAモニタリングを含め、2018
年11⽉に公表いたしました技術イノベーションの具現化も達成できました。
Ｋ20の⽬標の⼀つであります「特⻑ある企業イメージの醸成」が着実に進
み、グローバルでの存在感は確実に⾼まっていると考えています。
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次に財務⾯での活動に関してですが、⼀⾔でいえば、難しくて厳しい⼀年
でした。第2四半期まではほぼ予定通り進みましたが、⽇本での消費増税
前後の予測と異なる動き、インバウンド需要の伸び悩み、⾹港デモ、⽶中
貿易摩擦等が重なり、後半は予定から⼤きく乖離してしまいました。その
結果、公表予想に届かなかっただけでなく、減収となってしまいました。何と
か、営業利益増で終了できましたが、皆さんの期待に応えられず、経営
トップとして申し訳なく思っております。

10



その中において、強化してまいりました化粧品事業が好調に推移できたこと、
そしてアジア家庭品事業がしっかりと伸⻑し、2,000億円を超える規模に
なってきたことは今後の成⻑につながると思います。また営業利益率も⼤き
く伸び、どちらも14％となりました。今後とも利益ある成⻑を⽬指してゆきた
いと思います。
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今年は、Ｋ20の最終年です。⾮財務、財務両⾯での取り組み強化により、
Ｋ20の⽬標である、①特⻑ある企業イメージの醸成、②利益ある成⻑、③ス
テークホルダーへの⾼レベル還元の達成を⽬指します。
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⾮財務⾯では、ESG戦略の実⾏に全⼒を挙げます。「E」では、脱炭素、
プラスチックごみ問題解決に注⼒するとともに、「S」では感染症予防を中
⼼とした衛⽣関連やファインファイバー技術等を応⽤した治療・医療への貢
献、⼥性活躍を含めたD&I（ダイバシティー＆インクルージョン）の推進、
次世代育成⽀援などを⾏ってゆきます。
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財務⾯では、新型コロナウイルス肺炎による⼤きな影響が考えられる中に
おいても、増収増益、11期連続営業利益増、8期連続営業最⾼益更
新、営業利益率15％を⽬指すとともに、31期連続増配を達成したいと
思います。ちなみに、2020年度の公表予想は、新型コロナウイルス肺炎
によるインバウンド需要減少を考慮し、幅で⽰しました。
上限は、中国からの団体旅⾏、個⼈パック旅⾏規制によるインバウンド需
要減少を加味したベースであり、売上⾼1兆5,300億円、営業利益
2,300億円（営業利益率15.0%）、下限は中国の⽅のインバウンド需
要がないという前提であり、売上⾼１兆5,100億円、営業利益2,200
億円を⽬指すことにしました。とにかく、新型コロナウイルス肺炎ができるだけ
早く収束してくれることを願うばかりです。なお、配当⾦につきましては、
2019年度より10円増配の1株当たり140円を予定しております。
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ここで、新型コロナウイルス感染症の影響や花王グループの対応に関しての現状を簡単にお
話ししておきます。
①花王グループの感染状況ですが、海外の⼦会社で１⼈の感染が判明しました。世界中で
感染が拡⼤している状況ですので、引き続きメンバー個々に感染予防に努めることと、クラス
ター感染に気を付けるよう注意喚起を強化してゆきます。ちなみに、⽇本では、時差出勤やテ
レワークを早くから進めていましたが、政府の要請を受け、⽣産、ロジスティックス、販売や⽣活
者相談センター等を除くメンバーは、2⽉28⽇から3⽉29⽇まで原則在宅勤務で対応してお
ります。
②⽀援に関してですが、政府や⼯業会等からの依頼に対しては、迅速に対応しています。
③事業に関しては、インバウンド需要の⼤幅減少や各国でのイベント⾃粛、店舗の⼀時営
業停⽌、外出禁⽌等により、化粧品ビジネスやサロンビジネスなどに⼤きな影響が出始めてい
ます。⼀⽅で、⼿洗い、アルコール消毒液、除菌シート、ホームケア衛⽣⽤製品などは前年を
⼤きく超えて推移しています。今こそ、花王グループの総合⼒をフル活⽤し、社会にお役⽴ち
すると共に利益ある成⻑に繋げてゆきたいと考えています。
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その⼀つの施策が「プロテクト Japan」企画です。衛⽣的な暮らしを守り、
気分まで健やかになるような⽣活のご提案を⾏い、今後は⼝や⽬・⿐の粘
膜等の基盤研究にも積極的に取り組んでまいります。また、ホームページで
は、「暮らしに役⽴つ衛⽣情報」の発信も⾏っています。
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④⽣産の状況ですが、中国を除く地域での⽣産は今のところ予定通り進んでおり、衛⽣関連
製品はフル⽣産を⾏っています。中国においては、徐々に通常⽣産に戻りつつあります。今後、
欧州、⽶州、アセアンでの⽣産に影響が出てくるかもしれませんが、各国での状況を踏まえな
がら、迅速に対応してゆきたいと思います。

いずれにしても、花王グループは、社会に役⽴つ製品をしっかりと供給する使命がありますので、
グループ⼀丸となって、この難局に⽴ち向かってゆくつもりです。ご⽀援の程宜しくお願いいたし
ます。
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ところで、今年は、花王⽯鹸発売から１３０周年となります。⻑きにわたっ
て社会に貢献し続けていることができていますのも、礎を築いていただきまし
た先輩の⽅々のご苦労とともに株主様からのご⽀援、花王製品のご愛⽤
者からのご⽀持があったからこそであります。⼼から感謝するとともに今後も
持続的に成⻑することをお約束いたします。

18



以上、本⽇ご説明させていただきましたことを是が⾮でも達成できるよう、グ
ループ⼀丸となって取り組んでまいります。そして、企業理念であります「花
王ウェイ」に明記いたしました「世界の⼈々の喜びと満⾜のある豊かな⽣活
⽂化を実現するとともに社会のサステナビリティ（持続可能性）に貢献す
る」という使命を果たすべく、さらなる努⼒・精進を重ねてまいります。こうし
た私どもの基本姿勢をご理解いただき、今後とも変わらぬご⽀持・ご⽀援
を賜りますよう、⼼よりお願い申しあげます。

以上をもちまして、「報告事項の報告」を終わらせていただきます。
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